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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年3月10日(2011.3.10)

【公開番号】特開2010-110330(P2010-110330A)
【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2010-2403(P2010-2403)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月8日(2010.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の配列を含むリーディングフレームを有する単離された核酸であって、
　前記第１の配列は腫瘍関連抗原ｇｐ１００（配列番号：７０）の１つ以上のセグメント
をコードし、
　前記第１の配列は完全なｇｐ１００抗原をコードせず、それぞれのセグメントがエピト
ープクラスターを有し、前記クラスターは、同じＭＨＣクラスＩ受容体ペプチド結合間隙
と既知のまたは予測親和性を有する少なくとも２つのアミノ酸配列を有するか、またはコ
ードし、
　前記リーディングフレームは、プロモーターとその制御下で連結することを特徴とする
単離された核酸。
【請求項２】
　前記エピトープクラスターは次のアミノ酸からなるグループから選択されることを特徴
とする、請求項１に記載の核酸；ｇｐ１００の２－２６、９－３３、６９－１１５、９５
－１１５、１０２－１２１、１６２－１８８、２０５－２２５、２４３－２５８、２６７
－３０６、２６８－２８１、２９０－２９９、３２２－３３２、３４３－３５８、３７１
－３８１、３７３－３９２、３９７－４２１、４４２－４７６、４５３－４７３、４８２
－５０２、５３９－５５２、５５６－６２７、５６６－６００、６０１－６１４、６０９
－６４４、６１９－６３０、６２２－６５０及び６３７－６４７のアミノ酸。
【請求項３】
　前記１つ以上のセグメントが前記エピトープクラスターからなることを特徴とする、請
求項１に記載の核酸。
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【請求項４】
　前記第１の配列がｇｐ１００のフラグメントをコードすることを特徴とする、請求項１
に記載の核酸。
【請求項５】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の長さの９０％以下の長さのポリペプチ
ドからなることを特徴とする、請求項４に記載の核酸。
【請求項６】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の長さの８０％以下の長さのポリペプチ
ドからなることを特徴とする、請求項４に記載の核酸。
【請求項７】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の長さの６０％以下の長さのポリペプチ
ドからなることを特徴とする、請求項４に記載の核酸。
【請求項８】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の長さの５０％以下の長さのポリペプチ
ドからなることを特徴とする、請求項４に記載の核酸。
【請求項９】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の長さの２５％以下の長さのポリペプチ
ドからなることを特徴とする、請求項４に記載の核酸。
【請求項１０】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の長さの１０％以下の長さのポリペプチ
ドからなることを特徴とする、請求項４に記載の核酸。
【請求項１１】
　前記コードされたフラグメントが、基本的に、ｇｐ１００の２、９、６９、９５、１０
２、１６２、２０５、２４３、２６７、２６８、２９０、３２２、３４３、３７１、３７
３、３９７、４４２、４５３、４８２、５３９、５５６、５６６、６０１、６０９、６１
９、６２２、及び６３７からなる群から選択されるアミノ酸の一つから始まり、ｇｐ１０
０の２６、３３、１１５、１２１、１８８、２２５、２５８、２８１、２９９、３０６、
３３２、３５８、３８１、３９２、４２１、４７３、４７６、５０２、５５２、６００、
６１４、６２７、６３０、６４４、６４７、及び６５０からなる群から選択されるアミノ
酸の一つで終わるアミノ酸配列からなるフラグメントをコードすることを特徴とする、請
求項４に記載の核酸。
【請求項１２】
　前記コードされたフラグメントが、ｇｐ１００の２－２６、２－３３、２－１１５、２
－１２１、２－１８８、２－２２５、２－２５８、２－２８１、２－２９９、２－３０６
、２－３３２、２－３５８、２－３８１、２－３９２、２－４２１、２－４７３、２－４
７６、２－５０２、２－５５２、２－６００、２－６１４、２－６２７、２－６３０、２
－６４４、２－６４７、２－６５０、９－２６、９－３３、９－１１５、９－１２１、９
－１８８、９－２２５、９－２５８、９－２８１、９－２９９、９－３０６、９－３３２
、９－３５８、９－３８１、９－３９２、９－４２１、９－４７３、９－４７６、９－５
０２、９－５５２、９－６００、９－６１４、９－６２７、９－６３０、９－６４４、９
－６４７、９－６５０、６９－１１５、６９－１２１、６９－１８８、６９－２２５、６
９－２５８、６９－２８１、６９－２９９、６９－３０６、６９－３３２、６９－３５８
、６９－３８１、６９－３９２、６９－４２１、６９－４７３、６９－４７６、６９－５
０２、６９－５５２、６９－６００、６９－６１４、６９－６２７、６９－６３０、６９
－６４４、６９－６４７、６９－６５０、９５－１１５、９５－１２１、９５－１８８、
９５－２２５、９５－２５８、９５－２８１、９５－２９９、９５－３０６、９５－３３
２、９５－３５８、９５－３８１、９５－３９２、９５－４２１、９５－４７３、９５－
４７６、９５－５０２、９５－５５２、９５－６００、９５－６１４、９５－６２７、９
５－６３０、９５－６４４、９５－６４７、９５－６５０、１０２－１１５、１０２－１
２１、１０２－１８８、１０２－２２５、１０２－２５８、１０２－２８１、１０２－２
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９９、１０２－３０６、１０２－３３２、１０２－３５８、１０２－３８１、１０２－３
９２、１０２－４２１、１０２－４７３、１０２－４７６、１０２－５０２、１０２－５
５２、１０２－６００、１０２－６１４、１０２－６２７、１０２－６３０、１０２－６
４４、１０２－６４７、１０２－６５０、１６２－１８８、１６２－２２５、１６２－２
５８、１６２－２８１、１６２－２９９、１６２－３０６、１６２－３３２、１６２－３
５８、１６２－３８１、１６２－３９２、１６２－４２１、１６２－４７３、１６２－４
７６、１６２－５０２、１６２－５５２、１６２－６００、１６２－６１４、１６２－６
２７、１６２－６３０、１６２－６４４、１６２－６４７、１６２－６５０、２０５－２
２５、２０５－２５８、２０５－２８１、２０５－２９９、２０５－３０６、２０５－３
３２、２０５－３５８、２０５－３８１、２０５－３９２、２０５－４２１、２０５－４
７３、２０５－４７６、２０５－５０２、２０５－５５２、２０５－６００、２０５－６
１４、２０５－６２７、２０５－６３０、２０５－６４４、２０５－６４７、２０５－６
５０、２４３－２５８、２４３－２８１、２４３－２９９、２４３－３０６、２４３－３
３２、２４３－３５８、２４３－３８１、２４３－３９２、２４３－４２１、２４３－４
７３、２４３－４７６、２４３－５０２、２４３－５５２、２４３－６００、２４３－６
１４、２４３－６２７、２４３－６３０、２４３－６４４、２４３－６４７、２４３－６
５０、２６７－２８１、２６７－２９９、２６７－３０６、２６７－３３２、２６７－３
５８、２６７－３８１、２６７－３９２、２６７－４２１、２６７－４７３、２６７－４
７６、２６７－５０２、２６７－５５２、２６７－６００、２６７－６１４、２６７－６
２７、２６７－６３０、２６７－６４４、２６７－６４７、２６７－６５０、２６８－２
８１、２６８－２９９、２６８－３０６、２６８－３３２、２６８－３５８、２６８－３
８１、２６８－３９２、２６８－４２１、２６８－４７３、２６８－４７６、２６８－５
０２、２６８－５５２、２６８－６００、２６８－６１４、２６８－６２７、２６８－６
３０、２６８－６４４、２６８－６４７、２６８－６５０、２９０－２９９、２９０－３
０６、２９０－３３２、２９０－３５８、２９０－３８１、２９０－３９２、２９０－４
２１、２９０－４７３、２９０－４７６、２９０－５０２、２９０－５５２、２９０－６
００、２９０－６１４、２９０－６２７、２９０－６３０、２９０－６４４、２９０－６
４７、２９０－６５０、３２２－３３２、３２２－３５８、３２２－３８１、３２２－３
９２、３２２－４２１、３２２－４７３、３２２－４７６、３２２－５０２、３２２－５
５２、３２２－６００、３２２－６１４、３２２－６２７、３２２－６３０、３２２－６
４４、３２２－６４７、３２２－６５０、３４３－３５８、３４３－３８１、３４３－３
９２、３４３－４２１、３４３－４７３、３４３－４７６、３４３－５０２、３４３－５
５２、３４３－６００、３４３－６１４、３４３－６２７、３４３－６３０、３４３－６
４４、３４３－６４７、３４３－６５０、３７１－３８１、３７１－３９２、３７１－４
２１、３７１－４７３、３７１－４７６、３７１－５０２、３７１－５５２、３７１－６
００、３７１－６１４、３７１－６２７、３７１－６３０、３７１－６４４、３７１－６
４７、３７１－６５０、３７３－３９２、３７３－４２１、３７３－４７３、３７３－４
７６、３７３－５０２、３７３－５５２、３７３－６００、３７３－６１４、３７３－６
２７、３７３－６３０、３７３－６４４、３７３－６４７、３７３－６５０、３９７－４
２１、３９７－４７３、３９７－４７６、３９７－５０２、３９７－５５２、３９７－６
００、３９７－６１４、３９７－６２７、３９７－６３０、３９７－６４４、３９７－６
４７、３９７－６５０、４４２－４７３、４４２－４７６、４４２－５０２、４４２－５
５２、４４２－６００、４４２－６１４、４４２－６２７、４４２－６３０、４４２－６
４４、４４２－６４７、４４２－６５０、４５３－４７３、４５３－４７６、４５３－５
０２、４５３－５５２、４５３－６００、４５３－６１４、４５３－６２７、４５３－６
３０、４５３－６４４、４５３－６４７、４５３－６５０、４８２－５０２、４８２－５
５２、４８２－６００、４８２－６１４、４８２－６２７、４８２－６３０、４８２－６
４４、４８２－６４７、４８２－６５０、５３９－５５２、５３９－６００、５３９－６
１４、５３９－６２７、５３９－６３０、５３９－６４４、５３９－６４７、５３９－６
５０、５５６－６００、５５６－６１４、５５６－６２７、５５６－６３０、５５６－６
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４４、５５６－６４７、５５６－６５０、５６６－６００、５６６－６１４、５６６－６
２７、５６６－６３０、５６６－６４４、５６６－６４７、５６６－６５０、６０１－６
１４、６０１－６２７、６０１－６３０、６０１－６４４、６０１－６４７、６０１－６
５０、６０９－６２７、６０９－６３０、６０９－６４４、６０９－６４７、６０９－６
５０、６１９－６３０、６１９－６４４、６１９－６４７、６１９－６５０、６２２－６
４４、６２２－６４７、６２２－６５０、６３７－６４７、または６３７－６５０のアミ
ノ酸配列からなることを特徴とする請求項１１に記載の核酸。
【請求項１３】
　更に第２の配列を含むことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載の核酸で
あって、前記第２の配列が、成熟したハウスキーピングエピトープ、または１～数個の更
なるアミノ酸が隣接した、ハウスキーピングエピトープであって、免疫プロテアソームプ
ロセッシングにより直接的に遊離することが可能となるかまたはＮ－末端トリミングとの
組み合わせ若しくは外因性の酵素活性との組み合わせにより遊離することが可能となるハ
ウスキーピングエピトープをコードする核酸。
【請求項１４】
　前記第１及び第２の配列が単一のリーディングフレームを構成することを特徴とする、
請求項１３に記載の核酸。
【請求項１５】
　前記リーディングフレームがプロモーターとその制御下で連結することを特徴とする、
請求項１４に記載の核酸。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の前記リーディングフレームにおいてコードされるアミノ酸配列を含
む単離されたポリペプチド。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の核酸を含む免疫原性組成物。
【請求項１８】
　請求項１６に記載のポリペプチドを含む免疫原性組成物。
【請求項１９】
　前記リーディングフレームが更に、エピトープまたはエピトープ配列から本質的になる
ポリペプチド配列をコードする第２の配列を有することを特徴とする、請求項１に記載の
核酸。
【請求項２０】
　少なくとも１つのｇｐ１００エピトープクラスターを有するアミノ酸配列をコードする
核酸配列と制御可能なように連結されたプロモーターを有する発現ベクターであって、前
記ｇｐ１００エピトープクラスターが完全なｇｐ１００抗原をコードしないものである発
現ベクター。
【請求項２１】
　前記ハウスキーピングエピトープが配列番号１～５９９のいずれかで表されるポリペプ
チドであることを特徴とする、請求項１３に記載の核酸。
【請求項２２】
　ハウスキーピングプロテアソームが優勢に活性である細胞上に提示されるＭＨＣエピト
ープをコードする、設計されたまたは操作された核酸配列を更に有する請求項１～１２の
いずれか１項に記載の核酸であって、前記エピトープが、ｐＡＰＣにおけるプロセッシン
グにより遊離し得る状態となるようにより大きな配列に組み込まれていることを特徴とす
る核酸。
【請求項２３】
　前記エピトープが配列番号１～５９９のいずれかで表されるポリペプチドであることを
特徴とする、請求項２２に記載の核酸。
【請求項２４】
　第１の配列を含むリーディングフレームを有する単離された核酸であって、
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　前記第１の配列は、腫瘍関連抗原ＰＳＡ（配列番号７８）の１つ以上のセグメントをコ
ードし、
　前記第１の配列は完全なＰＳＡ抗原をコードせず、それぞれのセグメントがエピトープ
クラスターを有し、前記クラスターは、同じＭＨＣ受容体ペプチド結合間隙と既知のまた
は予測親和性を有する少なくとも２つのアミノ酸配列を有するか、またはコードし、
　前記リーディングフレームは、プロモーターとその制御下で連結することを特徴とする
単離された核酸。
【請求項２５】
　第１の配列を含むリーディングフレームを有する単離された核酸であって、
　前記第１の配列は、配列番号１－５９９で示される配列を有するエピトープをコードし
、
更に、配列番号１－５９９で示される配列を有するエピトープをコードする第二の配列を
有し、
前記第１の配列及び第２の配列は異なる物であり、前記リーディングフレームは、プロモ
ーターとその制御下で連結することを特徴とする単離された核酸。
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